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日本禁煙学会雑誌に論文が掲載されました
2020年9⽉第15巻第3号⽇本禁煙学会雑誌に我々が

書いた論⽂「⼩学⽣に対する喫煙防⽌教室の喫煙防⽌
の意識への効果」が掲載されましたのでご報告させて
いただきます。
この喫煙防⽌教室は、2012年から家庭医メンバーを

中⼼に⻄淀川区・淀川区の公⽴⼩中学校で実施してき
ており、今では⻄淀川区区役所や医師会、淀協職員、
友の会の皆様のお⼒をいただきながら、年間⼗数校の
開催となる地域活動に拡⼤してきています。
「多くの⼩学校に意義のある取り組みをやっている

ので、ぜひその効果を測定してみましょう。」と福島
先⽣に背中を押していただき、研究計画を⽴てるとこ
ろからご指導いただき、このような論⽂に仕上げることができました。
内容は、喫煙防⽌教室の意識を測定するために加濃式社会的ニコチン依存度（KTSND-youth）

というスコアを使⽤し、講義を受けた群を介⼊群、受けなかった児童を対象群とし、⼩学⽣で3
か⽉後の短期効果、中学⽣では１〜2年後の⻑期効果を調べることにしました。
⼩学⽣の介⼊群では3か⽉後にはKTSND-youthが低下したのに対して、対象群では有意差がみ

られず、中学1年⽣では介⼊群は対象群と⽐較してスコアが低かったが、中学2年⽣では有意差
はみられませんでした。つまり、⼩学⽣に対する喫煙防⽌教室によって児童の喫煙防⽌の意識は
3か⽉後および1年後までは改善する可能性が⽰唆されました。⻑期的に改善する⽅法については
さらに研究が必要であるとまとめました。
また、2020年度は「HPH活動が職員の喫煙率や喫煙防⽌の意識に及ぼす効果」というテーマ

で研究を⾏っております。
ぜひ、患者さま、職員の家族や友⼈へのタバコに関するヘルスプロ

モーション活動を実践していきましょう。
★加濃式社会的ニコチン依存度（KTSND-youth)とは、喫煙者の禁煙実⾏や禁煙
継続をを阻む⼼理的依存を評価する尺度。喫煙状況に関係なく回答すること
ができる。

（千北診療所副所⻑ 野⼝ 愛）

掲載された雑誌と共に記念撮影。
野口医師（左）福島医師（中）今村医局課長（右）
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【スワンスワン活動報告】 茨木診療所
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＊11⽉の報告
今回は2回⽬。参加した職員から1回⽬にかなり本数を拾っているので、今⽇は少ないだろう！

と10分間の⾏動でしたが、何と驚くなかれ！前回の1.5倍の152本の吸い殻でした。
特に多かったのは診療所の駐⾞場でした。知らないうちに不法な喫煙場所になっているのに、

ショックを受けた取り組みとなりました。
マナーを守って頂くためにも、近⽇中に貼り紙をしていきます。

＊12⽉の報告 貼り紙はてき⾯！友の会世話⼈さん初参加！
今⽉のスワンスワン⾏動（12/22）には、4⼈の参加で取組みました。

友の会世話⼈のＯさんが参加。10分の短時間で106本の吸い殻を拾いま
した。
診療所駐⾞場は、前回多かったため、早速「ココは

喫煙所ではありません！」と貼り紙をしたところ、以
前に⽐べて少なくなり、貼り紙の効果はてき⾯！
今回で3回⽬の取り組みですが、診療所周辺やっぱり

吸い殻多いのには、参加者全員がビックリしました。
初参加の友の会世話⼈さんの感想です。
「貴重な⾏動に参加できて、良かったです。また、

機会があれば参加します」と頼もしい感想が寄せられ
ました。 （茨⽊診療所 藤野 俊弘）

お⼿製のポスターには、
しっかりHPH活動の
アピールと禁煙のお勧め

12⽉から役員室と介護
ショップふぁるまがスワ
ンスワン活動に参加︕役
員室の皆さんは、オリジ
ナルの吸殻⼊れ⽤の⽸を
⼿に、周辺の吸殻を集め
ていたそうです︕
本来なら多様な活動が

できるHPHですが、コロ
ナ禍では控えざるを得ず、
ちょっと寂しい…でも、
そんな中だからこそ、ス
ワンスワン活動のように
「コロナに負けずにでき
るHPH活動」を続けてい
きたいですね。
次は、2⽉22⽇（⽉）︕第 13 回全国禁煙推進研究会

禁煙川柳コンテスト 会⻑特別賞
吸殻が落ちてない街⾒てみたい
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